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はじめに 

鋼構造物には，その使用目的に合わせて，安全性，使用性，経済性などの諸性能を満足することが

求められる．鋼構造物においては，その構成材料となる鋼材の特性が構造物としての性能に大きな影

響を及ぼす．近年，鋼素材の発展には目覚ましいものがあり，従来の鋼材よりも高い性能を有する各

種の鋼材が開発されてきている．例えば，強度・じん性などの機械的性質に優れる鋼材や溶接施工の

効率化，負荷軽減を図る鋼材，耐食性に優れる鋼材などである．土木鋼構造物においても，設計・製

作・施工の各段階で高性能な鋼材を利用して，鋼構造物の高性能化が図られてきている． 
近年，鋼構造物に対する要求性能は多様化してきており，高性能な鋼材を活用することによりそれ

らの課題を解決することが期待される．そのために，鋼材の高性能化に関する技術的なバックグラウ

ンドを理解し，構造物の要求性能を満足するための有益な活用方法を検討する必要がある．しかしな

がら，このような観点で構造物への高性能な鋼材の活用方法が整理された資料は少なく，これまでに

得られてきた知見の体系化が望まれるところである． 
このような現状に鑑み，(公社)土木学会 鋼構造委員会の傘下に，土木鋼構造物における高性能鋼

の利用事例や性能検証の方法を整理するとともに，高性能な鋼材の活用方法についても検討し，高性

能鋼利用の参考となる資料を作成することを目的として，「鋼構造における鋼材性能の活用に関する調

査研究小委員会」が設置され，調査研究を行ってきた．

小委員会においては，以下の観点で調査研究を推進した． 
・鋼材の高性能化の技術的バックグラウンドの調査，整理

・土木分野以外も含む現在入手可能な高性能鋼の種類と性能の取りまとめ

・製作の観点からの新鋼材の評価と望まれる性能の調査

・高性能鋼の利用技術(橋梁分野)の事例収集，整理

・新鋼材の活用に関する研究事例の収集，整理

本報告書は，小委員会で行った上記の活動の成果を４編にわけて取りまとめたものである．

本報告書を参考にして，高性能な鋼材を活用した新たな鋼橋が出現することを願うものである．
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委員長 中村聖三 
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公開にあたってのまえがき 

 

 本報告書は，（公社）土木学会 鋼構造委員会 鋼構造における鋼材性能の活用に関する調査研究小委

員会において実施してきた調査研究の成果を取りまとめたものであり，鋼材性能の高度化を踏まえた

鋼橋の高性能化に関する技術的知見を整理し，今後の実務および研究の参考資料として提供すること

を目的として刊行するものである． 

 本報告書には，鋼材の製造技術や材料特性など，金属工学に関する内容が多く含まれており，土木

分野にとどまらず，他分野の知見を積極的に参照している．このため，各編に掲載した図表の中には，

土木学会以外の学協会や関連団体の出版物から引用した図版が多数含まれており，それらの著作権の

所在および利用条件の確認に慎重な対応を要した．その結果，確認作業に大幅な時間を要し，当初予

定していた刊行時期よりも出版が遅れることとなった． 

 本報告書の刊行をお待ちいただいていた関係各位には，多大なるご迷惑をおかけしたことを，ここ

にお詫び申し上げる．本小委員会としては，研究成果を適切な形で公表するため，学術的妥当性のみ

ならず，著作権等の取扱いについても十分な配慮が重要であるとの認識のもと，確認作業を進めてき

たところである．何卒ご理解を賜りたい． 

 本報告書が，鋼構造分野に携わる技術者および研究者にとって有益な資料となり，鋼橋のさらなる

技術発展に寄与することを期待する． 

 末筆ながら，本報告書の作成にあたり，ご協力を賜った関係各位に，厚く御礼申し上げる． 
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